
資料1丁3  

救急医療体制の現状   



第三次救急医療機関の数の推移   



第二次及び第三次救急医療機関数の堆移（平成10年～19年）  

第二次救急医療機関数  第三次救急医療機関数  
道府眉  

10’  jう 

北海道  112  ‖4  113  106  127  117  113  127  127  127  6  R  ロ  ロ  8  8  9  10  10  10   

青 森  24  26  26  25  24  24  24  24  21  21  2  2  2  2  2  2  2  2  2  2   
岩 手  41  40  39  40  43  40  40  41  41  43  2  3  3  3  3  3  3  3  3  3   
宮 城  47  47  49  50  57  52  50  41  41  39  3  田  3  3  3  3  3  3  3  4   
秋 田  12  12  12  13  15  13  田  20  20  20  口  口  口  口  口  口  l  l  ロ  可   

山 形  7   7   7   6   7   口  n  口  口  2  2  2  2  2  2  2   
福 島  68  m  70  69  68  68  68  68  68  58  3  同  同  同  3  3  3  同  3  3   
茨 城  32  42  49  4g  50  51  50  49  50  50  3  3  3  4  4  4  4  4  4  4   
栃 木  26  26  25  26  26  27  27  27  29  28  2  3  3  3  5  同  5  田  5  5   
群 馬  田  67  68  66  68  64  63  62  62  62  口  口  2  2  同  同  2  2  2  2   
埼 玉  140  140  140  142  142  154  157  149  140  135  5  6  6  6  6  6  n  n  田  6   
千 葉  160  180  174  168  161  160  151  151  151  147  7  7  8  8  8  8  8  8  n  9   
東 京  429  419  278   272  275  273  276  2了8  276  266  田  16  20  21  21  21  21  21  21  21   

神奈川  210  205  198  192  187  184  177  171  171  171  ロ  ロ  ロ  ロ  7  田  口  7  8  m   

新 潟  68  70  68  68  67  65  65  67  田  64  田  3  3  3  3  3  3  3  田  4   
富 山  18  m  19  19  19  19  19  20  20  20  2  2  2  2  2  2  2  同  2  2   
石 川  12  m  12  m  m  m  m  m  m  m  ロ  【  l  2  2  2  2  2  2  2   
福 井  田   6   6   6   9   9   9   9   9  口  ロ  n  口  口  口  口  口  【  口   

山 梨  38  35  35  35  36  34  34  34  34  33  口  口  n  口  口  □  口  口  口  口   

長 野  53  51  51  53  54  54  54  54  53  51  3  3  3  3  3  3  同  同  巳  ロ   
岐 阜  45  45  45  45  45  45  45  44  44  40  4  4  4  5  田  同  田  6  n  6   
静 岡  80  77  79  73  72  68  64  63  63  62  4  4  4  4  5  5  6  6  n  6   
愛 知  121  120  121  118  118  115  116  115  115  113  8  8  8  8  9  m  12  12  12  12   

三 重  36  36  37  36  36  田  32  33  33  四  2  2  2  2  2  2  2  2  2  2   
滋 賀  23  23  23  23  23  24  24  24  23  23  3  3  3  3  3  3  3  3  同  4   
京 都  94  9了  95  92  93  91  91  90  89  87  2  3  3  3  3  3  同  3  3  3   
大 阪  109  108  110  254  261  257  255  273  271  265  8  9  9  10  10  10  10  10  10  10   

兵 庫  197  196  195  194  187  184  184  174  180  171  4  4  4  4  4  5  5  5  R  巳   
奈 良  46  47  47  47  45  47  47  45  45  45  2  2  2  2  2  3  同  3  3  3   
和歌山  40  43  43  43  43  43  43  43  42  41  n  l  口  2  2  2  2  2  2  3   
鳥 取  19  19  19  21   20  21  21  21  21  19  口  ロ  口  n  n  口  2  2  2  2   
島 根  田  17  19  四  20  19  19  四  19  19  口  【  口  口  口  口  2  2  3  3   
岡 山  25  26  26  25  25  25  25  25  24  24  2  2  3  3  3  日  同  3  3  3   
広 島  60  63  60  61  63  61  64  65  63  63  3  3  3  3  3  3  同  3  5  5   
山 口  45  45  45  45  44  43  43  43  42  42  2  2  3  田  3  3  3  3  4  4   
徳 島  31  30  25  25  25  25  25  23  22  22  口  n  口  n  2  2  2  2  3  3   
香 川  田  四  17  17  15  円  m  四  四  四  口  口  l  口  2  日  日  2  2  2   
愛 媛  48  47  47  46  47  49  49  48  46  45  3  3  3  3  3  3  3  3  田  3   
高 知  31  30  33  33  32  32  32  31  31  34  n  口  n  口  口  口  l  2  2  同   
福 岡  337  318  318  313  311  307  308  299  299  299  6  6  6  6  6  6  n  日  6  8   
佐 賀  87  79  72  68  田  印  60  四  56  58  口  口  口  口  n  口  口  口  2  2   
長 崎  41  40  40  40  40  41  41  42  42  42  ロ  ロ  口  口  口  n  n  口  口  口   
熊 本  42  42  42  43  43  43  43  43  43  42  口  口  n  口  口  2  2  2  2  2   
大 分  田  27  27  34  34  田  38  37  38  38  口  口  q  口  口  口  口  口  l  口   

宮 崎  10  10  10  10  10  10  10  10  10  10  口  2  2  2  2  2  2  2  2  2   
鹿児島  140  136  133  130  122  123  123  121  114  112  口  口  口  口  n  n  口  ロ  n  n   

沖 縄  口   8  22  23  23  25  25  n  口  口  口  口  ロ  n  口  2  3   

計  3，344  3．331  3，174  3，279  3．289  3，271  3，253  3．238  3，214  3．153  136  142  151  158  165  －701了6178    1錮  201   

※各年とも3月31日現在の数値を計上   



救命救急センター累計設置数  
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救命救急センターの整備（平成14年度→平成18年度）  

平成14年度1）   平成18年度2）   

施設数   165   201†   

総病床数   5，668   6，390†   

1施設当たりの病床数   34．35   31．791   

1施設当たりの医師数  
（専任）   

8．16   8．55†   

1施設当たりの医師数  
（兼任）   

28．38   33．34†   

1）平成15年3月31日現在  

2）平成18年12月1日現在  
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救急搬送の動向  
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救急搬送の現状  

○ 年間救急搬送人員数 4、895、328人  

○ 人口1万人あたり（全国）383件数（出動件数）  

・大阪府 565．6件  

・福井県 285．5件  

○ 一日あたり搬送人員数   13、411人  

一 束京都  1、738人  

・鳥取県  57人  

・平均（単純に47で割り算したもの）285人  

「救急・救助の現況」（総務雀消防庁）  

救急出動件数及び搬送人員の推移  

一■－救急出場件数  

搬送人■   

初めて■玉出附は★■   
ヰ帽乙誉lト中彗嘲りhど犠蠣九は．痢事l二光ペて嘉H万岬熟yし．～iコ万事てしナ；、  

これ！ユ葡巾：茶だ】＿榊金蔓株†’浅噸ノー∈れr■ⅦチI畿ての■！PとなりぎI、慮少l，て  

慮兼！こニーいて」エ．．；．t＿．鷺遭専む鴨ゎが悪少し，＝こと．芋ざ＝．細■の召ま輌和り琴  

よぎ±の無傷乍ノン71しエンザが罰牒 ′ぢ罵1・∫乍 一二比へ来吾しなかったここヽ  

！■■lヽれ；■  

昭和皿l年  43  日  53  58  6】  平成5年  柑  5  

（注）1平成10年三以降の救急山場件牧及び搬送人員についてはヘリコブタ一山場分を含む。  

2 各年とも1月から】2月支での数値で．F）る．  

「救急・救助の現況」（総務省消防庁）   



10年間の救急搬送人員の変化（重症度別）  
品
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ー平  
三二≦㌻う   

軽症  中等症  重症  

平成8年  324．7万人   162．8万人   113．4万人   

164，8万人増   91，8万人増   66．5万人増   6．1万人増  

（十51％）   （＋56％）   （＋59％）   （十13％）   

平成18年  489．5万人   254．6万人   179．9万人   54．1万人   
全体  軽症  中等症  重症（死亡も含む）           48万人    l  

（総務省消防庁）のデータを基に分析したもの  「救急・救助の現況   

10年間の救急搬送人員の変化（年齢別）  
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l■、  

殴、   

成人  高齢者  

全体   
小児   成人   高齢者  

（18歳未満）   （18歳～64歳）   （65鼓以上）   

平成8年  324．7万人   39．3万人   179．1万人   105．9万人  

164．8万人増   10．1万人増   40万人土曽   114．8万人増  
【＋51％）   （＋26％）   （十22％）   （＋108％）   

平成18年  489．5万人   49．4万人   219．1万人   220．7万人   

省消防庁）のデータを基に分析したもの  ・救助の現況   
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10年間の救急搬送人員の変化  
（年齢別の人口との比較）  

救急搬送の変化  
（万人）  
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全体   小児   成人  高齢者  

小児   成人   高l古着    （18歳未満）   （18歳－64歳）   （65歳以上）  平成8年   39．3万人  2496万人  179．1万人  822「万人  105．9万人  1826万人      10．1万人量†  362万人減  40万人Il  194万人減  11‘▲て鱒万人増  7A′1万人増    （＋26，も）  （－15％）  （＋22％〉  （－29も）  く★108％）  三（十叩扁■  平成18年   49．4万人  2134万人  219．1万人  8027万人  220．7万人  2567万人   
r救急・救助の現況  庁〉のデュークを基に分  

成人   高  
全体  小児     （65  齢看   （18歳未満）  （18建一64歳）   歳以上）   

1．6万人   15．5万人  37．  

重症       9．7  

－27†も   －15†も  ＋   

10．2万人  65，2万人  1  

中等症  
＋19？も   ＋14％  十1   

37．腋万人  138．1万人   

軽症  
＋33†も   ＋33％  ＋1   

全体  ／ト児  成人  高l話者  1症  2．2万人  18．3万人  27．S万人  中等痘  8．7万人  57．2万人  47，6万人  軽症  28．4万人  103．6万人  30．8万人  



‥ 

小児   成人   高齢者  
全体          （18▲東夷）  ＝8汝－64i）  （65た以上）   

293．0万人  23．0万人  121．6万人  148．5万人  

急病           121、8万人増  7．9万人増  35．5万人1曾  78．5万人増  

＋71％  ＋52％  ＋41％  ＋11之，も   

196．2万人  26．4万人  97．6万人  72．2万人  

外傷琴           4二乙7万人増  2，1万人増  4．4万人増  36．3万人増  

＋28？も   ＋9％   ＋5％  十101   
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第三次救急医療機関における  

医師の勤務実態  
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救命救急センターで勤務する医師の勤務実態  

平成19年9月14日  

医政局指導課まとめ  

○ 調査の概要  

全国の全救命救急センター（202ケ所）あてにアンケート調査を郵送し、その回答を集計  

したもの。  

平成19年度 厚生労働科学研究補助金事業において実施されている。  

（主任研究者：山本保博「メディカルコントロール体制の充実強化に関する研究」）  

○ 調査結果  

アンケート回収率  56％（116／202）  

（1）夜間の勤務体制  

夜間の勤務体制  

回答数  回答率   

a．交代勤務制   31   27．2％   

b．当直勤務制   80   70．2％   

c．その他   3   2．6％   

計   114   100％   

a．交代勤務制  

27％  

L  

内、深夜帯は当直扱い  

¶ 
」・ドクタ‾力‾当直と変則ナイトシフト  

・管理業務（入退出の許可）のみ  

b．当直勤務制ノ  
70％  

（2）当直後の日勤時間帯（平日）の勤務状況  

r【一▲…【  

当直後の日勤時間帯（平日）の勤務  

状況の実態  d．その他   

13％  
回答  

数   率   

乱基本的に休み   7   8．8％   

b．正午頃まで業務   14   17．5％   

c．通常勤務   49   61．3％   

d．その他   10   12．5％   

計   80   100％   

＼、 

b．正午頃まで  
＼一   

業務  

18％  

c．通常  勤務ノ／／／／  

60％  
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（3） 施設の平均当直・日直回数（1ケ月あたり）  

平均回数 4．6回／月 （最大13．5回、最小1．5回）  

回答数  回答率   

1回未満   0   0．0％   

1回以上2回未満   3   3．8％   

2回以上3回未満   15   19．2％   

3回以上4回未満   10   12．8％   

4回以上5回未満   15   19．2％   

5回以上6回未満   12   15．4％   

6回以上7回未満   9   11．5％   

7回以上8回未満   8   10．3％   

8回以上9回未満   4   5．1％   

9回以上10回未満   0   0．0％   

10回以上   2   2．6％   

計   78   100％  

∴ 

∴l‾  

三二 

（4） 施設の最も当直▲日直回数の多い医師の当直・日直回数（1ケ月あたり）  

平均回数 6．4回／月 （最大 20回、最小 2回）  

回答数  回答率   

1回未満   0   0．0％   

1回以上2回未満   0   0．0％   

2回以上3回未満   2   2．6％   

3回以上4回未満   6   7．8％   

4回以上5回未満   14．3％   

5回以上6回未満   10  13．0％   

6回以上7回未満   18  23．4％   

7回以上8回未満   10  13．0％   

8回以上9回未満   10  13．0％   

9回以上10回未満   4   5．2％   

10回以上   6   了．8％   

計   77  100％   
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基発第0319007号  

平成14年3月19日  

都道府県労働局長 殿  

厚生労†勤省労働基準局長   

（公 印 省 略）  

医療機関における休日及び夜間勤務の適正化について   

〟部の医療機関においては、休日及び夜間勤務について、労働基準法第41条及び労働  
基準法施行規則第23粂に基づく許可を受け、断続的労働である宿日直勤務として取り扱  

っているところであるが、このような医療機関のうち、救急医療を行う｝部の医療機関に  
おいて、宿日直勤務中に救急医療等の通常の労働が頻繁に行われているなど断続的労働で  
ある宿日直勤務として取り扱うことが適切でない例などが少なからず認められるところで  

ある。   

また、休日及び夜間における宿日直勤務に係る問題については、労働基準監督機関に対  

する申告が散見されるとともに、報道機関においても取り上げられているなど社会的な問  

題として顕在化しつつある状況がみられる。   

っいては、これまでに宿日直勤務に係る許可を行った医療機関等に対してこ 今般、下記  

により宿日直勤務を中心とした休日及び夜間勤務の適正化を図ることとしたので遺憾なき  

を期されたい。，   

なお、社団法人日本病院会等に対しては、別添のとおり、休日及び夜間勤務の適正化等  
について要請を行っているので申し添える。  

記  

1 基本的な考え方   

労働基準法（以下「法」という。）第41条及び労働基準法施行規則第23条におい  
ては、断続的労働である宿日直勤務について、所轄労働基準監督署長の許可を受けた場  
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